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生活科学習指導案 
 
 

研究テーマ 

アクティブ・ラーニングを位置づけた子ども主体の学習の研究 

～認め合い・高め合い・学び合うことで、自己肯定感を高める～ 
１、日 時 平成 27年 12月 9日（水）5時限目 
２、場 所 体育館 
３、学年・組 2年 1組・2組 
４、単 元 名 「つくってあそぼう」 
５、単元目標 
【生活への関心・意欲・態度】 
 身近にあるものを使って、友だちと協力しあいながら意欲的に遊ぶものを作ろうとする。 
【活動や体験についての思考・表現】 
 身近にあるもの使って、工夫して遊ぶものを作ることができる。 
【身近な環境や自分についての気づき】 
 動くおもちゃのおもしろさや不思議さ、工夫し改善することによってより良いおもちゃになるこ

とに気づく。 
自分や友だちの考えのよさ、楽しく遊ぶためには友だちと協力し合うこと、ルールづくりが大切

であることに気づく。 
６、教材観  
本単元は、学習指導要領の（６）「身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりなどして、

遊びや遊びに使う物を工夫して作り、その面白さや自然の不思議さに気づきみんなで楽しむことが 
できるようにする。」に基づいて設定したものである。 
 「つくってあそぼう」では、身近にあるものを使い、動くおもちゃを作り、作ったおもちゃで遊

んだり、友だちと教えあったりして試行錯誤しながら、自分なりに工夫し改善することをねらいと

している。ここでは、動くおもちゃの面白さや不思議さ、工夫し改善することによってより良いお

もちゃになることに気づかせたい。 
 さらに、「あそびランド」では、友だちと協力し、楽しいあそびランドにするために工夫したり

一緒に活動したりする中でお互いのよさにも気づかせていきたい。また、おもちゃ作りや一緒に遊

ぶ活動を通して気づいたことや考えたことを発表し交流する場を設け、自信を持てるようにさせた

い。 
 

【理科との関連】(本単元で培いたい科学的な見方・考え方の基礎) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７、児童観 
  略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然の不思議さや面白さに気づく活動 

五感で観察する 

比べる 

関連付ける 

試す 

第１学年 
みんなで あそぼう 

第２学年 
つくって あそぼう 

理科 
 
  
 
 
 

科学的な見方や考え方 

実証性 再現性 客観性 



８、指導観 
（１）指導にあたって 
 上記のように、児童に見られる実態を踏まえ、以下の点に留意しながら本単元を進めたい。 
① 単元の導入の際、動くおもちゃ作りに興味・関心を持たせるようにする。 

これまでは、決まった材料を使って、みんな同じ作品を作ることが多かった。今回は、自

分で材料（身近なもの）を集めることによって、「おもちゃ作り」に興味・関心を持たせ、

意欲的に取り組ませたい。 
② 児童が工夫したり、改善したりしながら、おもちゃ作りに取り組むようにする。 

作る過程において、すぐに「もう、できた！」と満足することが多かったので、今回は、

指導者が、声をかけ、友だちの作品を見てちがいやよさに気づけるようにしたい。試行錯誤

や繰り返す活動を設定し、自分の作品を工夫・改善できるように指導したい。 
③ グループで交流し、お互いに意見を出し合うことで、学び合えるようにする。 

 一人ひとりが考えて作ったおもちゃについて、グループでお互いに、アドバイスをする時

間を設定する。意見を伝え合い交流することによって、改善していく大切さを学ばせたい。

そして、よりよい作品に仕上がることによって、自信を持たせたい。 
④ みんなの前で説明したり、発表したりする力を育てたい。 

自信を持てないため、大きな声で説明したり、発表したりすることが苦手な児童が多い。

グループの中で意見を交流する機会を多く設け、お互いが認め合える関係を作っていき、自

信を持っていきいきと発表できるように指導したい。 
 

（２）テーマ実現のために 
 本単元では、おもちゃ作りをしながら工夫することを学び、工夫したところやがんばったとこ

ろを説明書や設計図にまとめたり、付け加えたりする活動に取り組ませる。そして、みんなの前

で発表し、友だち同士でよいところ、がんばったところを見つけ、ほめて認め合えることを大切

に指導していきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ９、単元の評価規準 
 生活への 

関心・意欲・態度 
活動や体験についての 

思考・表現 
身近な環境や自分について

の気付き 
単元の

評価 
規準 

身近な物を利用した遊び

に関心をもち、みんなで楽

しく遊ぼうとしている。 

身近な物を利用して遊びを考

えたり、遊びに使うものを自

分なりに工夫したりして、そ

れをすなおに表現している。 

遊びや遊びに使うものをつ

くる面白さ、みんなで遊ぶ

楽しさ気づいている。  

 
10、指導計画 全１９時間 

小
単
元 

時間 学習活動 
学習指導 
☆支援 

評価の観点 

評価規準 
関
連
教
科 

関

意 
思

表 

気
付
き 

１ 

単
元
導
入 

１ 

動くおもちゃ

には、どんなも

のがあるか話

し合う。 
自分で作りた

いおもちゃを

考える。 

教科書の写真や実

際のおもちゃを見

せる。 
◎   

・自分で作り

たいおもちゃ

を考えてい

る。  

２ 

つ
く
っ
て
み
よ
う 

２ 

設計図をかく。 
おもちゃ作り

に必要な材料

や道具を考え

る。 

設計図は、後で書き

加えてもよいこと

を知らせておく。 

 ◎  

・考えたおも

ちゃの図を書

いている。 
・必要な材料

や道具を考え

て書いてい

る。 

 

３
・
４ 

おもちゃを作

って遊ぶ。 
☆作る場所や遊ぶ

場所の設定してお

く。 
☆安全に気をつけ

させる。 

 ◎  

・考えたおも

ちゃを作っ

て、実際に試

している。 

図
工 



友だちといっ

しょに動かし

て遊び改良す

る。 

友だちと相談しな

がら改良させる。 
☆机間指導をしな

がら、言葉かけをす

る。 

 ◎ ○ 

・友だちのお

もちゃで遊

び、良いとこ

ろを伝えよう

としている。 
・遊んだおも

ちゃの面白

さ、不思議さ、

改良点に気づ

いている。 
・相談した改

良点を参考に

改良しようと

している。 

図
工 

３ 

紹
介
し
よ
う 

５ 
 

１年生に紹介

する準備をす

る。 
作ったおもち

ゃをグループ

で紹介する。 

紹介文を考えさせ

る。 
 

 ◎  

・1年生への
紹介文を考え

ている。 
・グループで

協力して紹介

している。 

国
語 

６ 

１年生と遊ぶ。 楽しく、安全に気を
つけて遊ばせる。 

◎   

・1年生と楽
しく遊んでい

る。 

 

７ 

１年生との遊

びをふりかえ

る。 
 

「あそびランド」に

つなげる。 
次時の活動を考え

させる。 

  ◎ 

・次時の活動

を考えてい

る。 
 

 

４ 

あ
そ
び
ラ
ン
ド
へ
よ
う
こ
そ 

８ 

グループで遊

びを考える。 
 

グループで話し合

いをさせる。 
 

 ◎  

・グループで

自分の意見や

思いを伝えて

いる。 
・友だちの意

見や考えを聞

いている。 

 

９ 

あそびランド

の計画をたて

る。 
 

内容・役割分担につ

いて考えさせる。   ◎ 
・遊びの内容

や役割分担を

考えている。 
 

 

１０ 
１１ 

あそびランド

のおもちゃを

作る。 

 

 ◎  

・協力して作

っている。 
・工夫や改良

点を考えなが

ら、協力して

作らせる。 
・自分の考え

た改良点など

を伝えてい

る。また、友

だちの考えを

聞いている。 

図
工 

１２ 

遊びの説明書

を作る。 
・遊び方 
・ルール 
・注意点 

１年生に紹介する

ための資料である

ことを伝えておく。 
  ◎  

・考えている

ルールや遊び

方を絵や文で

表している。 
・１年生のこ

とを考えて、

工夫しようと

している。 

国
語 

１３ 

あそびランド

のリハーサル

の準備をする。 
 
 

グループごとに準

備をさせる。 
◎   

・グループで

協力して、準

備している。  



１４ 
１５ 
本時 

あそびランド

のリハーサル

をする。 
 
 
交流する。 

１年生への発表と

同じように行わせ

る。 
 
アドバイスカード

やふりかえりカー

ドを元に話し合い

をさせる。 

 ◎ ○ 

・よかったと

ころや工夫し

たほうがよい

ところなど、

気づいたこと

をアドバイス

カードやふり

かえりカード

に書いてい

る。 

 

１６ 

「あそびラン

ド」の準備をす

る。 

グループごとに準

備をさせる。 

◎   

・改良点を活

かそうとして

いる。 
・協力して準

備をしてい

る。 

 

１７ 
 

あそびランド 
に１年生を招

待する。 
 

1年生が楽しめる
ように活動させる。 
協力して取り組ま

せる。 

◎   

・1年生と関
わりながら、

協力して活動

している。 

 

 

１８ 
あそびランド

をふりかえる。 
めあてを確認する。 
感想を話し合う。 
 

  ◎ 

・感想や気づ

きを書いてい

る。 

 

１９ 

みんなであそ

ぶ。 
後片付けをす

る。 

楽しくあそばせる。 

◎   

・あそびを楽

しんでいる。 
・グループで

協力してい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

11、本時の展開（１５/１９） 
（1）本時の目標 

  ・「あそびランド」のリハーサルを行い、遊びを見直すことができる。 
（2）展開 

 学習活動 指導内容（・）と留意点（◎）支援（☆） 〇評価規準 
 

 
  
 
 
は

じ 
め 
5 
分 

１ 活動内容を確認する。 
「あそびランド」のリハーサル

をすることを伝える。 
 
２ めあてを確認する。 
 
お店のくふうした方がよい

ところを考えよう 
（お店やさん） 
・自分たちの活動をふり返る。 
 
 
（お客さん） 
・お店やさんの良いところや工

夫した方が良いところに気づ

く。 
 

 
・本時の流れを伝える。 
☆カードで提示しておく。 
 
・今日の活動の具体的なめあてを確認

させる。 
 
 
（お店やさん） 
・お客さん役に楽しんでもらうために

分かりやすく説明することを意識さ

せる。 
（お客さん） 
・お店やさんのよかったところ、工夫

した方がよいところを見つけること

を意識させる。 
◎アドバイスカード、ふりかえりカー

ドを配付し、観点を確認できるよう

にしておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 

3 リハーサルを行う。 
・お店やさんは、全体に向けて

店の紹介をする。 
・お店やさんは、あそびコーナ

ーの準備をする。 
・準備ができたら、お客さん役

が移動する。 

 
・グループごとに遊びの紹介をさせる。 
 
・お店やさんは、A・B・C・D ４つ

のグループに分かれて準備させる。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

な

か 
35
分 

(お店やさん) 
① リハーサ

ルをする。 
② ふりかえ

りカード

に記入す

る。 
③ アドバイ

スを聞く。 
 
 

④お店の工夫

した方がよ

いところを

相談する。 

(お客さん) 
① 遊ぶ。 

 
② アドバイ

スカード

に記入す

る。 
③ 気づいた

ことを伝

える。 
 

④ 自分のお

店の工夫

した方が

よいとこ

ろを相談

する。 

・お客さん役にアドバイスカードを、

お店やさんにふりかえりカードを記

入させる。 
☆自分の言葉で表現することが苦手な

児童には、ヒントカードを用意し、

その中から選ばせるようにする。 
 
（お客さん） 
・気づいたことを伝えさせる。 
（お店やさん） 
・アドバイスを聞かせる。 
（お客さん）（お店やさん） 
・グループで相談させる。 
 

・よかったとこ

ろや工夫した

ほうがよいと

ころなど、気づ

いたことをア

ドバイスカー

ドやふりかえ

りカードに書

いている。 
 
 
 

お
わ
り
５
分 

４ ふりかえり 
 
５ 次時の活動内容を知る。 

・今日のめあてについてふり返らせる。 
 
・次時で本時の交流を活かして準備す

ることを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）本時の評価規準 
評価規準と評価方法 

 
・よかったところや工夫したほうがよいところなど、気づいたことをアドバイスカードやふりかえ

りカードに書いている。 
（思考・表現、気づき） 

判断基準 
A→アドバイスカードやふりかえりカード
によかったところやくふうした方がよい

ところに気づいて具体的に書いている。 
お客さん 
① 
・○○さんはお客さんにやさしく声をかけ

ていた。 
・大きな声で説明していたのでわかりやす

かった。 
 
② 
・かんばんの字を大きくした方がわかりや

すい。 
・ルールを書いた紙をはったらどうかな。 
・場所が広い方が動きやすいよ。 

B→アドバイスカードやふりかえりカー
ドによかったところやくふうした方が

よいところに気づいて書いている。 
 
お客さん 
①  
・大きな声だったよ。 
・楽しかったよ。 
・わかりやすくせつめいしていた。 
・じぶんのしごとをがんばっていた。 
② 
・ルールがわかりにくかった。 
 

Bに達していない場合の手立て 
・前時の授業で使用したカードや、同じグループの友だちのカードを見せ、参考にす

るように声かけをする。 
・ヒントカードから選ぶように声かけをする。 
・口頭でのみ説明できる児童は、教師が聞き取って書き、確認させる。 
 

 

 
 
 



２年 組 名前（ ） 
☆今日の自分のめあて 
 

 
☆アドバイスカード 
 グループへ 
①よかったところ 

 

 

 

 

②くふうした方がよいところ 

 

 

 

 

☆自分のグループで、くふうしたほうがよいところ

をそうだんする。 

   


